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平成 20 年 11 月 14 日 

株式会社 静岡中央銀行 
 
 

平成２１年３月期（第 135 期）中間決算の概況  
     

 損益の状況  
  

【単 体】                             
                                  
                          

                                                   
 
                                                    

経常利益 

経常収益 ６,４７５百万円  前年同期比 △１,１５７百万円  １５.１％減収 

５３１百万円  前年同期比 △１,０８１百万円  ６７.０％減益 

中間純利益 ３１６百万円  前年同期比    △２３９百万円  ４３.０％減益  

 

      経常収益は、地域金融機関として中小企業金融の円滑化に努め、貸出金が中小企業や個人を中心に前

年同期比 205 億円 5.4％増と順調に増加したことにより、本業である貸出金利息が増加しましたが、  

有価証券利息配当金の減少や株式売却益の減少等により、前年同期比１,１５７百万円１５.１％減収の

６,４７５百万円となりました。 

   経常費用は、預金が個人を中心に順調に増加したことにより預金利息が増加となり、かつ株式市場の

低迷により有価証券の減損処理７６０百万円が発生しましたが、与信費用が減少したこと等により、   

前年同期比７５百万円減少の５,９４４百万円となりました。 

   その結果、経常利益は前年同期比１,０８１百万円６７.０％減益の５３１百万円となり、中間純利益 

は前年同期比２３９百万円４３.０％減益の３１６百万円となりました。 

 

 

【連 結】 

 
連結業績概況 

 

単体ベースの経営成績を主因とし、連結経常収益は前年同期比１,１５０百万円１５.０％減収の      

６,５０６百万円、連結経常利益は前年同期比１,０３６百万円６４.３％減益の５７３百万円、連結中

間純利益は前年同期比２１０百万円３８.０％減益の３４１百万円となりました。 
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 自己資本比率の状況（国内基準）  １０％台と 高水準を堅持  

 
【 単体 】自己資本比率 １０.０６％ 基本的項目であるＴierⅠ比率 ８.６７％ 

 
【 連結 】自己資本比率 １０.１３％ 基本的項目であるＴierⅠ比率 ８.７３％ 

 
    自己資本比率は、単体で１０.０６％となり、基本的項目であるTierⅠのみでも、８.６７％と国内基準で

定められている４％の倍以上の高水準の自己資本比率を堅持しております。 
（単位：％） 

 
 20 年 9 月末 

【速報値】 前年同期比 20 年 3月比
19 年 9 月末 20 年 3 月末 

【単体】自己資本比率 １０．０６ △１．２８ △０．８７ １１．３４ １０．９３

 うち TierⅠ ８．６７ △１．２８ △０．８５ ９．９５ ９．５２

【連結】自己資本比率 １０．１３ △１．２６ △０．８６ １１．３９ １０．９９

 うち TierⅠ ８．７３ △１．２５ △０．８４ ９．９８ ９．５７

（注）「自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実

の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19 号）」に基づき算出しております。 
 
 
 

 不良債権の状況（単体）  不良債権比率は３％台と 高い健全性を堅持 

 
リスク管理債権の総貸出金に占める割合は  ３．４０％ 前年同期比 0.21 ﾎﾟｲﾝﾄ減 

 
金融再生法開示債権の総与信に占める割合は ３．４０％ 前年同期比 0.21 ﾎﾟｲﾝﾄ減 

 
《 リスク管理債権 》 ※部分直接償却実施後  
   経営改善支援の推進や不良債権処理を積極的に進めた結果、リスク管理債権は１３,６０３百万円となり、

貸出金残高に占める割合は３.４０％（前年同期比０.２１ポイント減）となりました。また、「貸倒引当金」

や「担保・保証等」の保全によるカバー率は９２.５４％と高水準となっております。   
    （単位：百万円） 

 
     20 年 9 月末 

前年同期比 20 年 3月比
19 年 9 月末 20 年 3 月末 

破綻先債権 ３,９９２ １,６１６ ６４１ ２,３７５ ３,３５０

延滞債権 ８,２３０ △１,４８４ △１,００９ ９,７１４ ９,２３９

３ヶ月以上延滞債権 １２５ △１０１ △４６ ２２６ １７１

貸出条件緩和債権 １,２５４ △１０８ ４ １,３６２ １,２５０

合  計  （Ａ） １３,６０３ △７７ △４０９ １３,６８０ １４,０１２

  

貸出金残高（末残）（Ｂ） ３９８,９３５ ２０,５５２ ９,５４２ ３７８,３８２ ３８９,３９２

（Ａ）／（Ｂ） ３.４０％ △０.２１％ △０.１９％ ３.６１％ ３.５９％

  
貸倒引当金、担保・保証等   
に占める保全額（Ｄ） １２,５８９ △３８ △３３０ １２,６２７ １２,９１９

  保全率（Ｄ）／（Ａ） ９２.５４％ ０.２４％ ０.３５％ ９２.３０％ ９２.１９％
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《 金融再生法開示債権 》       
                              （単位：百万円） 

 
         20 年 9 月末 

前年同期比 20 年 3月比
19 年 9 月末 20 年 3 月末 

破産更生債権及びこれらに準
ずる債権 ５,７１６ １,１３９ ７３７ ４,５７７ ４,９７８

危険債権 ６,５１２ △１,０２１ △１,１１８ ７,５３３ ７,６３０

要管理債権 １,３８２ △２１０ △４１ １,５９３ １,４２４

合  計  （Ａ） １３,６１１ △９３ △４２２ １３,７０４ １４,０３３

  

総与信残高（末残） （Ｂ） ３９９,８５３ ２０,４０１ ９,５１８ ３７９,４５２ ３９０,３３５

（Ａ）／（Ｂ） ３.４０％ △０.２１％ △０.１９％ ３.６１％ ３.５９％

  
貸倒引当金、担保・保証等   
に占める保全額（Ｄ） １２,５９８ △５２ △３４１ １２,６５１ １２,９４０

保全率（Ｄ）／（Ａ） ９２.５６％ ０.２５％ ０.３６％ ９２.３１％ ９２．２０％

 

 

 

 預貸金の状況（単体）   

 
《 貸出金の状況 》 
 
貸出金残高 ３９８，９３５百万円  前年同期比 ＋２０，５５２百万円 ５．４％増加  

（ うち、中小企業等向け貸出比率は ９１．７％ ） 
    

貸出金につきましては、地域の中小企業の皆さまや個人の皆さまを中心としたお取引先の資金ニーズに積極

的に対応すべく営業活動を推進してまいりました。 

   その結果、当中間期末の貸出金残高は 前年同期比 ２０,５５２百万円 ５.４％増の３９８,９３５百万円と

なり、うち住宅ローンを中心とした消費者ローンは前年同期比１４,０１３百万円１８.１％増の９１,１９９百

万円となりました。 

また、中小企業等向け貸出金は、前年同期比２１,９２１百万円６.３％増の ３６６,１７２百万円となり、

貸出金に占める割合は９１.７％となりました。 

（単位：百万円） 
 

 20 年 9 月末 
前年同期比 20 年 3月比

19 年 9 月末 20 年 3 月末 

貸出金残高 ３９８,９３５ ２０,５５２ ９,５４２ ３７８,３８２ ３８９,３９２

 うち中小企業等向け貸出金 ３６６,１７２ ２１,９２１ ９,９３２ ３４４,２５１ ３５６,２４０

 中小企業等向け貸出比率 ９１.７８％ ０.８１％ ０.３０％ ９０.９７％ ９１.４８％

 うち消費者ローン残高 ９１,１９９ １４,０１３ ７,１５１ ７７,１８６ ８４,０４８

   

貸出金期中平均残高 ３９４,２５２ １９,５８３ １４,０２０ ３７４,６６８ ３８０,２３２
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《 預金の状況 》 
 
預金残高 ４５４，２８１百万円  前年同期比 ＋１０，６５２百万円 ２．４％増加  

 （うち、個人預金 ３３３，３５２百万円 前年同期比 ＋１５，７３０百万円 ４．９%増加 ） 

 

預金につきましては、地域金融機関として堅実な営業活動を展開するとともに、個人のお客様のニーズに

あった商品開発を行い、積極的な営業活動を推進してまいりました。 

その結果、当中間期末の預金残高は前年同期比 １０,６５２百万円 ２.４％増の４５４,２８１百万円  

となり、個人預金は前年同期比 １５,７３０百万円 ４.９％増の３３３,３５２百万円となりました。 

 

（単位：百万円） 
 

 20 年 9 月末 
前年同期比 20 年 3月比

19 年 9 月末 20 年 3 月末 

預金残高 ４５４,２８１ １０,６５２ ８,６００ ４４３,６２８ ４４５,６８０

 うち個人預金 ３３３,３５２ １５,７３０ １０,８７８ ３１７,６２１ ３２２,４７３

預金期中平均残高 ４４９,８２３ １１,７２６ １１,３２３ ４３８,０９６ ４３８,４９９

 

 

 

 有価証券の状況（単体）   

 
《 有価証券評価損益 》     
 
有価証券評価損益（ネット）△２，８８５百万円    

             

   有価証券評価損益は△２,８８５百万円（評価益 2,088 百万円、評価損 4,974 百万円）となりました。 

（単位：百万円） 

20 年 9 月末 19 年 9 月末 

  

                 

     
評価損益 

評価益 評価損 
評価損益 

評価益 評価損 

その他有価証券 △2,885 2,088 4,974 2,684 4,136 1,451

株      式 △1,053 1,942 2,996 3,681 3,961 280 

債      券 △149 145 294 △219 135 355

国    債 △11 110 122 △222 74 297

地 方 債 ― ― ― △2 2 4

 

社    債 △137 34 172 5 58 52

 

そ の 他 △1,682 0 1,683 △776 38 815

 
（注） ｢その他有価証券｣については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価格と取得原価との差額を計上し

ています。 
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 （株） 静岡中央銀行 平成 21 年 3 月期中間決算短信 

 

平成 21年 3月期 中間決算短信     平成 20 年 11 月 14 日 
  

 

会  社  名   株式会社 静岡中央銀行      

(URL http://www.shizuokachuo-bank.co.jp)          本社所在地都道府県 静岡県    

代   表    者   取締役社長     奥田 一     
問合せ先責任者   取締役経営管理部長   林 道弘     ＴＥＬ：(055) 962－6113 
中間決算取締役会開催日  平成 20 年 11 月 14 日     配当支払開始予定日 平成 20 年 12 月 8 日  
半期報告書提出予定日   平成 20 年 12 月 24 日      特定取引勘定設置の有無  無    
 

 

( 百万円未満、小数点第 1位未満は切捨て) 
 

１．平成 20 年 9 月中間期の連結業績（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日） 
 

（１）連結経営成績                                (％表示は対前年中間期増減率) 

       経常収益 経常利益 中間（当期）純利益 

 

２０年９月中間期  

１９年９月中間期 

  百万円 ％

 ６,５０６（△15.0）

     ７,６５７（  42.0）

   百万円 ％

      ５７３（△ 64.3）

１,６０９（      64.6）

         百万円  ％ 

     ３４１（△38.0） 

     ５５２（  △3.1） 
２０年３月期     １３,８３６           １,７７８        ６２８    

  
        1 株当たり中間 

（当期）純利益  
潜在株式調整後 1株当たり

中間（当期）純利益 

 

２０年９月中間期  

１９年９月中間期 

     円  銭 

１４ ２４ 

２３ ０１ 

  円  銭

― 

― 

２０年３月期     ２６ １７ ―        

 

 

（２）連結財政状態 

        
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

連結自己資本比率

（国内基準）（注） 

 

２０年９月中間期  

１９年９月中間期 

百万円 

４９４,０３１ 

４８５,８８９ 

          百万円

２９,８０８ 

３２,９２８ 

           ％

  ６.０ 

  ６.７ 

       円  銭 

１,２４２ ０３ 

１,３７２ ００ 

％   

１０.１３ 

１１.３９ 

２０年３月期 ４８６,９７６ ３１,１５２     ６.３ １,２９８ ００ １０.９９ 

（参考）自己資本    20 年 9 月中間期 29,808 百万円  19 年 9 月中間期  32,928 百万円 20 年 3 月期  31,152 百万円    

 (注)「連結自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実

の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19 号）」に基づき算出しております。 
 
 
 
 
２．配当の状況  

1 株当たり配当金  

中間期末 期  末 年  間 

 

２０年３月期 
  円 銭 

２ ５０ 

  円 銭 

２ ５０  

  円 銭 

５ ００ 

２１年３月期 ２ ５０  

２１年３月期（予想）    ２ ５０ 
５ ００ 

 
 
 
 
３．平成 21 年 3 月期の連結業績予想（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
                                                                                                  (％表示は対前期増減率) 
        経常収益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 

通 期 

  百万円  ％ 

１２,８００ (△7.4) 

   百万円  ％

９３０ (△47.6) 

   百万円  ％ 

５２０ (△17.1) 

     円  銭

    ２１  ６６ 

  (注)連結業績予想数値の当中間期における修正の有無  有 
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４．その他  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 

（２）中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のための基本とな

る重要な事項の変更に記載されるもの） 

   ① 会計基準等の改正に伴う変更  有  

   ② ①以外の変更         無  

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）  

20 年 9 月中間期 24,000 千株  19 年 9 月中間期 24,000 千株  20 年 3 月期 24,000 千株 

② 期末自己株式数           

 20 年 9 月中間期    － 千株  19 年 9 月中間期    － 千株  20 年 3 月期    － 千株 

③ 期中平均株式数  

20 年 9 月中間期 24,000 千株  19 年 9 月中間期 24,000 千株  20 年 3 月期 24,000 千株 

 

 

（参考）個別業績の概要 

 

１．平成 20 年 9 月中間期の個別業績（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（１）個別経営成績                                (％表示は対前年中間期増減率) 

       経常収益 経常利益 中間（当期）純利益 

 

２０年９月中間期  

１９年９月中間期 

  百万円 ％

  ６,４７５（△15.1）

   ７,６３３（  42.1）

   百万円 ％

５３１（△67.0）

    １,６１３（  63.6）

         百万円  ％ 

   ３１６ （△43.0） 

５５６ （ △3.6） 

２０年３月期 １３,７８３ １,７０１ ５５３ 
  

        1 株当たり中間 

（当期）純利益 

 

２０年９月中間期  

１９年９月中間期 

  円  銭 

１３  ２０ 

２３  １９     

２０年３月期 ２３  ０６ 

 

（２）個別財政状態 

        
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

単体自己資本比率

（国内基準）（注） 

 

２０年９月中間期  

１９年９月中間期 

百万円 

４９４,１１７ 

４８６,０１３ 

          百万円

２９,６０９ 

３２,８３３ 

           ％

  ５.９ 

  ６.７ 

       円  銭 

１,２３３ ７４ 

１,３６８ ０４ 

％  

１０.０６ 

１１.３４ 

２０年３月期 ４８６,９９８ ３０,９７８     ６.３ １,２９０ ７５ １０.９３ 

（参考）自己資本    20 年 9 月中間期 29,609 百万円  19 年 9 月中間期 32,833 百万円  20 年 3 月期 30,978 百万円    

(注)「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実

の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19 号）」に基づき算出しております。 

 

２．平成 21 年 3 月期の個別業績予想（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
                                                                                                  (％表示は対前期増減率) 
        経常収益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 

通 期 

  百万円  ％ 

１２,７３０ (△7.6)  

   百万円  ％

８８０ (△48.2) 

   百万円  ％ 

   ４７０ (△15.0) 
    円  銭 

    １９  ５８ 

(注)個別業績予想数値の当中間期における修正の有無  有 

 

 

 

 

 

 

 

    当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第 17 条の 15 第 2 項に規定する事業を行う会社）に該当するため、

当中間期（第 2四半期会計期間）については、中間連結財務諸表および中間財務諸表を作成しております。           

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成しておりますが、実際の業績は、今後様々な要因によって

大きく異なる結果となる可能性があります。 

- 2 - 



 （株） 静岡中央銀行 平成 21 年 3 月期中間決算短信 

 

【 定性的情報・財務諸表等 】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

   当上半期の我が国経済は、原油・原材料高の長期化が企業経営の大きな負担となり、生産活動や設備投資も減退し

たことに加え、個人消費も物価の上昇や所得の伸び悩みにより弱含みとなりました。さらに中間期末にかけて米国発

の金融危機が全世界に拡がり、株式市場の大幅下落等、金融市場の混乱の影響も加わり景況感は急速に悪化しました。 

   当行の営業エリアである静岡県・神奈川県におきましても、全国平均より比較的安定していた景況感は急速に悪化

し、景気の停滞感が増してきております。 

   このような環境下、当行はお取引先や地域の皆様のご支援のもと、第 7 次中期経営計画「パワーアップⅢ」の基本

方針である「お客様中心主義」に徹し、お客様のニーズに的確に対応した金融サービスを提供し、地域金融機関とし

ての役割を十分果たすべく、営業基盤の拡大をはじめ諸施策の推進等に努めてまいりました。 

   当中間期の連結ベースの経営成績は以下の単体の経営成績を主因とし、連結経常収益６,５０６百万円、連結経常費

用は５,９３３百万円となりました。その結果、連結経常利益は５７３百万円、連結中間純利益は３４１百万円となり

ました。 

（単体の経営成績） 

  ① 預金・貸出金 

預金につきましては、地域金融機関として堅実な営業活動を展開するとともに、個人のお客様のニーズにあった商

品開発を行い積極的な営業活動を推進してまいりました結果、当中間期末の預金残高は前年同期比１０,６５２百万円

２.４％増の４５４,２８１百万円となり、個人預金は前年同期比１５,７３０百万円４.９％増の３３３,３５２百万円

となりました。  

貸出金につきましては、地域の中小企業の皆さまや個人の皆さまを中心としたお取引先の資金ニーズに積極的に対

応すべく商品開発を行い積極的な営業活動を推進してまいりました。その結果、当中間期末の貸出金残高は前年同期

比２０,５５２百万円５.４％増の３９８,９３５百万円となり、うち住宅ローンを中心とした消費者ローンは前年同期比 

１４,０１３百万円１８.１％増の９１,１９９百万円となりました。また、中小企業等向け貸出金は、前年同期比    

２１,９２１百万円６.３％増の３６６,１７２百万円となり、貸出金に占める中小企業等貸出比率は９１.７％となりま

した。 

  ② 利益 

   経常収益は、地域金融機関として中小企業金融の円滑化に努め、貸出金が中小企業や個人を中心に順調に増加した

ことにより本業である貸出金利息が増加しましたが、有価証券利息配当金の減少や株式売却益の減少等により、前年

同期比１,１５７百万円１５.１％減収の６,４７５百万円となりました。 

   経常費用は、預金が個人を中心に順調に増加したことにより預金利息が増加となり、かつ株式市場の低迷により有

価証券の減損処理７６０百万円が発生しましたが、与信費用が減少したこと等により、前年同期比７５百万円減少の

５,９４４百万円となりました。 

   その結果、経常利益は前年同期比１,０８１百万円６７.０％減益の５３１百万円となり、中間純利益は前年同期 

比２３９百万円４３.０％減益の３１６百万円となりました。 

    

２．連結財政状態に関する定性的情報  

   当中間期における総資産は、預金・貸出金が順調に増加したことから前年同期比８１億４１百万円増加し４,９４０

億３１百万円となり、純資産はその他有価証券評価差額金が減少したことから前年同期比３１億１９百万円減少し  

２９８億８百万円となりました。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報  

   平成20年5月16日に公表した平成21年3月期の業績予想を当中間期の実績等を踏まえ以下の通り修正いたします。 

  （連結）                                      （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （ A ） 12,420 1,820 1,070

 今 回 修 正 予 想 （ B ） 12,800 930 520

 増    減    額   （ B－A ） 380 △890 △550

 増    減    率    （ ％ ） 3.0％ △48.9％ △51.4％

（ ご参考 ）平成 20 年 3月期実績 13,836 1,778 628

（単体）                                      （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （ A ） 12,340 1,790 1,040

 今 回 修 正 予 想 （ B ） 12,730 880 470

 増    減    額   （ B－A ） 390 △910 △570

 増    減    率    （ ％ ） 3.1％ △50.8％ △54.8％

（ ご参考 ）平成 20 年 3月中間期実績 13,783 1,701 553

 

４．その他 

（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

    該当事項はございません。 

（2）中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 （リース取引に関する会計基準） 

   所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており

ましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号平成 19 年 3 月 30 日）及び「リース取引に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 16 号同前）が平成 20 年 4 月 1 日以降開始する連結会計年度から適

用されることになったことに伴い、当中間連結会計期間から同会計基準及び適用指針を適用しております。これによ

る財産及び損益への影響はありません。 
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中間連結 貸借対照表  

（平成 20年 9月 30 日現在） 

   (単位：百万円)      

科目 金額 科目 金額 

  
 (  負債の部  )  

 預金     

 その他負債 

  賞与引当金  

退職給付引当金 

役員退職慰労引当金 

睡眠預金払戻損失引当金 

偶発損失引当金 

再評価に係る繰延税金負債 

  支払承諾  
 

         ４５３，１７８

             ５，６０５

５０６

１，５０４

    ４８５

                   １４

                   ４２

        ２，２６５

           ６２１

負債の部合計         ４６４，２２２

  
( 純資産の部 ) 

 資本金 

 資本剰余金 

利益剰余金 

株主資本 合 計 

 その他有価証券評価差額金 

土地再評価差額金 

評価・換算差額等 合 計 
 

             ２，０００

                     ０

２６，０７４

２８，０７５

    △１，７６０

    ３，４９２

             １，７３２

       

  
( 資産の部 ) 

 現金預け金 

 コールローン及び買入手形 

 有価証券 

 貸出金 

 その他資産 

 有形固定資産 

 無形固定資産 

 繰延税金資産 

 支払承諾見返 

貸倒引当金 

  

 
 

１６，３７５

           １３，８００

           ５４，５２７

         ３９８，９３５

             １，１２０

             ９，４６６

                 ４００

              ３，８３２

                  ６２１

           △５，０４８

純資産の部合計            ２９，８０８

資産の部合計          ４９４，０３１ 負債及び純資産の部合計          ４９４，０３１
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中間連結 損益計算書 

 ( 自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日 ) 
 

                                          (単位：百万円) 

科          目  金           額  
    

経常収益  

     資金運用収益  

      (うち貸出金利息) 

      (うち有価証券利息配当金) 

     役務取引等収益  

     その他業務収益  

     その他経常収益  

   経常費用  

     資金調達費用  

      (うち預金利息) 

     役務取引等費用  

     その他業務費用  

     営業経費  

     その他経常費用  

   経常利益  

   特別利益  

   特別損失  

   税金等調整前中間純利益  

   法人税、住民税及び事業税  

法人税等調整額  

法人税等合計  

   中間純利益  
    

                     

６，５０６  

         ５，５２４  

   (       ５，０６４ ) 

   (         ４３７ ) 

           ４７７  

           １２５  

            ３７９   

                    ５，９３３  

           ８４５  

   (         ８４５ ) 

            ３７９  

           ５４６  

          ３，６９９  

           ４６１               

５７３  

                         ９  

                        ５７  

                      ５２５  

                       １９０  

△６  

１８４  

    ３４１  
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中間連結 株主資本等変動計算書   

( 自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日 ) 

                                     (単位：百万円) 
株   主   資   本  

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成 20 年 3 月 31 日残高 2,000 0 25,792 ― 27,794

中間連結会計期間中の変動額  

剰余金の配当 △60  △60

中間純利益 341  341

土地再評価差額金取崩額  

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の  
中 間 連 結 会 計 期 間 中 の 変 動 額（ 純 額 ）  

中間連結会計期間中の変動額合計 ― ― 281 ― 281

平成 20 年 9 月 30 日残高 2,000 0 26,074 ― 28,075

 
評 価 ・ 換 算 差 額 等 

 その他有価証

券評価差額金

土地再評価 
差額金 

評価・換算 
差額等合計 

少数株主持分 
純 資 産 
合  計 

平成 20 年 3 月 31 日残高 △154 3,512 3,358 ― 31,152

中間連結会計期間中の変動額  

剰余金の配当  △60

中間純利益  341

土地再評価差額金取崩額  

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の  
中 間 連 結 会 計 期 間 中 の 変 動 額（ 純 額 ） △1,605 △19 △1,625  △1,625

中間連結会計期間中の変動額合計 △1,605 △19 △1,625 ― △1,343

平成 20 年 9 月 30 日残高 △1,760 3,492 1,732 ― 29,808
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中間連結 キャッシュ・フロー計算書 

( 自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日 ) 
 

（単位：百万円） 

科  目 金  額 

 

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー  

   税金等調整前中間純利益 

   減価償却費 

   貸倒引当金の増減（△） 

     賞与引当金の増減額（△は減少） 

   役員賞与引当金の増減額（△は減少） 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 

睡眠預金払戻損失引当金の増減額（△は減少） 

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 

   資金運用収益 

   資金調達費用 

   有価証券関係損益(△) 

   固定資産処分損益(△は益) 

   貸出金の純増(△)減 

預金の純増減(△) 

     預け金（日銀預け金を除く）の純増(△)減 

     コールローン等の純増(△)減 

   資金運用による収入 

   資金調達による支出 

   その他 

              小計 

   法人税等の支払額 

   営業活動によるキャッシュ・フロー 

 

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー 

   有価証券の取得による支出 

   有価証券の売却による収入 

   有価証券の償還による収入 

   有形固定資産の取得による支出 

   有形固定資産の売却による収入 

   無形固定資産の取得による支出 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 

 

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー 

   配当金支払額 

   財務活動によるキャッシュ・フロー 

 

Ⅳ．現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 

 

Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高 

 

Ⅵ．現金及び現金同等物の中間期末残高 

 

５２５

２３２

△４６

３１

△４５

△２６

△１５１

△０

２１

△５,５２４

８４５

４５８

５７

△９,５４２

８,４０８

１,２１６

△１０,８００

５,５１０

△６３３

８３０

△８,６３１

△９９０

△９,６２１

△２９,９１５

２４,３８６

１４,０６６

△６７８

１９５

△６４

７,９９０

△５９

△５９

△１,６９１

１３,０２５

１１,３３４

 

 

- 8 - 



 （株） 静岡中央銀行 平成 21 年 3 月期中間決算短信 

【中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】 

１．連結の範囲に関する事項 

 （1）連結される子会社 3 社 

    岳洋産業株式会社  富士ビジネスサービス株式会社  静岡中央信用保証株式会社 

（2）非連結の子会社 

    該当ありません。 

２．持分法の適用に関する事項 

    該当ありません。 

３．連結される子会社の中間決算日等に関する事項 

   連結される子会社の中間決算日は次のとおりであります。 

    9 月末 3 社 

４．会計処理基準に関する事項 

（1）有価証券の評価基準及評価方法 

有価証券の評価は、その他有価証券のうち時価のあるものについては中間連結決算日の市場価格等

に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、時価のないものについては移動平均

法による原価法又は償却原価法により行っております。なお、その他有価証券の評価差額については、

全部純資産直入法により処理しております。 

（2）減価償却の方法 

①有形固定資産（リース資産を除く） 

当行の有形固定資産は、定率法（ただし、平成１０年４月１日以後に取得した建物（建物附属設

備を除く。）については定額法）を採用しております。また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

          建 物      ３４年～ ３９年 

              その他        ５年～   ６年 

      連結される子会社の有形固定資産については、資産の見積耐用年数に基づき、主として定額法に

より償却しております。 

    ②無形固定資産（リース資産を除く） 

     無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当

行並びに連結される子会社で定める利用可能期間（５年）に基づいて償却しております。 

    ③リース資産 

     リース資産は該当ありません 

  （3）貸倒引当金の計上基準 

当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」という。）に係る

債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下、「実質破綻先」という。）に係る債権については、以

下のなお書きに記載されている直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回

収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にないが、今後

経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に係る債権については、債権額から、担保の処分

可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に

判断し必要と認める額を計上しております。上記以外の債権については、過去の一定期間における貸

倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。 

          すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から
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独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っており

ます。 

          なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及

び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減

額しており、その金額は５８３百万円であります。 

（4）投資損失引当金の計上基準 

当行の投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券の発行会社の財政状態等を勘

案して必要と認められる額を計上しております。 

（5）賞与引当金の計上基準 

       賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、

当中間連結会計期間に帰属する額を計上しております。 

（6）退職給付引当金の計上基準 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び

年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末において発生していると認められる額を計上して

おります。また、過去勤務債務及び数理計算上の差異の費用処理方法は以下のとおりであります。 

          過去勤務債務          発生年度に一時費用処理 

          数理計算上の差異      各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年

数（５年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理 

（7）役員退職慰労引当金の計上基準 

  役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金の支 

給見積額のうち、当中間連結会計期間末までに発生していると認められる額を計上しております。   

（8）睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

当行の睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について預金者からの払戻請求に基づく 

払戻損失に備えるため、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額のうち、当中間連結会計期間

に帰属する額を計上しております。 

  （9）偶発損失引当金 

     当行の偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度が開始されたことに伴い信用保証協会へ 

の負担金の支払いに備えるため、将来の負担金支払見込額のうち、当中間連結会計期間に帰属する額 

を計上しております。    

  （10）外貨建資産・負債の換算基準 

     当行の外貨建資産・負債勘定は、主として中間連結決算日の為替相場による円換算額を付しており 

ます。 

  （11）リース取引の処理方法 

当行の所有権移転外のファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成 20 年４月１日 

前に開始する連結会計年度に属するものについては、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によってお

ります。 

  （12）消費税等の会計処理 

当行並びに国内の連結される子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっており 

ます。 

      ただし、有形固定資産に係る控除対象外消費税等は当中間連結会計年度の費用に計上しております。 
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５．中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

   中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲は、中間連結貸借対照表上の「現金預け金」

のうち現金及び日本銀行への預け金であります。 

【中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】 

  （リース取引に関する会計基準） 

    所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号平成 19 年３月 30 日）

及び｢リース取引に関する会計基準の適用指針｣（企業会計基準適用指針第 16 号同前）が平成 20 年４月

１日以後開始する連結会計年度から適用されることになったことに伴い、当中間連結会計期間から同会

計基準及び適用指針を適用しております。これによる財産及び損益への影響はありません。 

 
【注記事項】 

（中間連結貸借対照表関係） 

１．関係会社の株式総額（連結子会社の株式を除く）                        該当ありません 

２．貸出金のうち破綻先債権額は３,９９２百万円、延滞債権額は８,２３０百万円であります。 

      なお、破綻先債権とは，元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元

本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を

行った部分を除く。 

      以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和 40 年政令第 97 号）第 96 条第

１項第３号のイからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金でありま

す。 

      また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図

ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。 

３．貸出金のうち、３ヵ月以上延滞債権額は１２５百万円であります。 

   なお、３ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している

貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。 

 ４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は１,２５４百万円であります。 

   なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息

の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債

権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債権に該当しないものであります。 

  ５．破綻先債権額、延滞債権額、３ヵ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は１３,６０３百 

万円であります。 

      なお、上記２.から５.に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。  

６．手形割引は、業種別監査委員会報告第 24 号に基づき金融取引として処理しております。これにより受

け入れた銀行引受手形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替は、売却又は（再）担保という方法

で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は５,９６５百万円であります。 

  ７．担保に供している資産は次のとおりであります。 

        担保に供している資産 

          有価証券            ２,４４２百万円 

     その他の資産       ２２百万円 

        担保資産に対応する債務 
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          預金                 １,９１０百万円 

上記のほか、為替決済取引の担保として、有価証券６,０８５百万円を差し入れております。 

また、その他資産のうち保証金は２００百万円であります。 

８．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場

合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する

契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、１８,０１７百万円であります。このうち原契

約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件で取消可能なものが１７,４７３百万円あります。 

     なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが 

必ずしも当行の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くに 

は、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行並びに連結される子会社が 

実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられてお 

ります。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期 

的に（半年毎に）予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、 

与信保全上の措置等を講じております。  

９．土地の再評価に関する法律（平成１０年３月３１日公布法律第３４号）に基づき、当行の事業用の土地 

の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」 

として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上してお 

ります。 

      再評価を行った年月日  平成１０年３月３１日 

      同法律第３条第３項に定める再評価の方法  

土地の再評価に関する法律施行令(平成１０年３月３１日公布政令第１１９号)第２条第４号に定

める財産評価基本通達に基づいて、当該事業用土地について算出した地価税の課税価格に合理的な

調整を行って算出。 

 10．有形固定資産の減価償却累計額     ５，６４６百万円 

11．1 株当たりの純資産額        １,２４２円０３銭 

 
（中間連結損益計算書関係） 

 １．「その他の経常費用」には、株式等償却３６４百万円を含んでおります。 

２．｢特別利益｣には、貸倒引当金戻入益２０百万円を含んでおります。 

 ３．１株当たり中間純利益金額      １４円２４銭 

 
（中間連結株主資本等変動計算書関係） 

１. 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

(単位：千株) 

 
直前連結会計年度

末株式数 

当中間連結会計期

間増加株式数 

当中間連結会計期

間減少株式数 

当中間連結会計期

間末株式数 
摘要 

発行済株式   

 普通株式 24,000 ― ― 24,000 

 種類株式 ― ― ―  

合計 24,000 ― ― 24,000 

自己株式 ― ― ― ― 

 普通株式 ― ― ― ― 

 種類株式 ― ― ― ― 

合計 ― ― ― ― 
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２. 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

    該当ありません 
３．配当に関する事項 

（1）当中間連結会計期間中の配当金支払額 

(決議) 株式の種類 
配当金の総額 

（百万円） 

１株当たりの金額

（円） 
基準日 効力発生日 

平成20年6月28日 

定時株主総会 
普通株式 60 2.5 平成20年3月31日 平成20年6月30日 

（2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日

後となるもの 

(決議) 
株式の 

種類 

配当金の総額

（百万円） 
配当の原資

１株当たり

の金額(円)
基準日 効力発生日 

平成20年11月14日 

取締役会 
普通株式 60

その他利益

剰余金 
2.5 平成 20 年 9 月 30 日 平成20年 12月 8日

      

 （有価証券関係） 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの（平成 20 年９月 30 日現在） 

      該当ありません 

２．その他有価証券で時価のあるもの（平成 20 年９月 30 日現在） 

 取得原価 
(百万円) 

中間連結貸借対照表計上額

(百万円) 
評価差額 
(百万円) 

株式 14,506 13,453 △1,053

債券 25,957 25,808 △149

 国債 19,051 19,039 △11

 地方債 － － －

 社債 6,905 6,768 △137

その他 15,224 13,541 △1,682

合計 55,687 52,802 △2,885

    (注)１.中間連結貸借対照表計上額は、当中間連結会計期間末日における市場価格等に基づく時価により計上し 

たものであります。 

       ２.その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、 

時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって中間連結 

貸借対照表価額とするとともに、評価差額を当中間連結会計期間の損失として処理（以下「減損処理」 

という。）しております。 

時価の下落率が簿価の 50％以上である場合は、時価が「著しく下落した」ときに該当することとして減 

損処理を行っております。また、時価の下落率が 30％以上 50％未満である場合は回復可能性の判定を行 

い、減損処理を行っております。 

当中間連結会計期間における減損処理額は 760 百万円（うち株式 364 百万円、債券 396 百万円） 

３．時価評価されていない主な有価証券の内容及び中間連結貸借対照表計上額 

（平成 20 年９月 30 日現在） 
 金   額（百万円） 
その他有価証券  
  非上場株式 1,131
  その他の証券 593

 
（金銭の信託関係） 

該当ありません 
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中間個別 貸借対照表 

（平成 20年 9 月 30 日現在） 

 (単位：百万円)      

科目 金額 科目 金額 
  
 ( 負債の部 ) 
 預金 
   当座預金 
   普通預金 
   貯蓄預金 
   通知預金 
   定期預金 
   定期積金 
   その他の預金 
 その他負債 
   未決済為替借 
   未払法人税等 
   未払費用 
   前受収益 
   従業員預り金 
   給付補てん備金 
   その他の負債 
  賞与引当金  
退職給付引当金 
役員退職慰労引当金 
睡眠預金払戻損失引当金 
偶発損失引当金 

 再評価に係る繰延税金負債 
支払承諾  
   

        ４５４，２８１
     １６，１２７
    １４８，６３２
      ３，１５０
      ２，２２２
    ２７４，７３０
      ８，０６９
      １，３４８
            ４，７８７
        １１５
        １９１
      １，２５０
        ５５７
        ２１７
         １１

２，４４３
                ５０６

１，５０４
  ４８５

                  １４
              ４２

２，２６５
６２１

      

負債の部合計 ４６４，５０７ 
   

( 純資産の部 ) 
 資本金 
 資本剰余金 
利益剰余金 

   利益準備金 
   その他利益剰余金 
     役員退職積立金 
    有価証券償却準備積立金 
      別途積立金 

繰越利益剰余金 
株主資本 合 計 

 その他有価証券評価差額金 
土地再評価差額金 
評価・換算差額等 合 計 
 

            ２，０００
                    ０
          ２５，８７５
            ２，０００
          ２３，８７４
            １，０００
            ２，７５０
          １９，５５８
                ５６６
          ２７，８７６
          △１，７６０
            ３，４９２
            １，７３２

  
( 資産の部 ) 

 現金預け金 
   現金 
   預け金 
 コールローン 
 有価証券 
   国債 
   社債 
   株式 
   その他の証券 
 貸出金 
   割引手形 
   手形貸付 
   証書貸付 
   当座貸越 
 その他資産 
   未決済為替貸 
   前払費用 
   未収収益 
   その他の資産 
 有形固定資産 
   建物 
   土地 
   建設仮勘定 
   その他有形固定資産 
 無形固定資産 
   ソフトウェア 
   その他無形固定資産 
 繰延税金資産 
 支払承諾見返 
貸倒引当金 

 投資損失引当金 

 
 

１６，３７５
８，２４０
８，１３４

           １３，８００
           ５４，８７７
      １９，０３９
          ６，７６８
      １４，９３４
      １４，１３４
         ３９８，９３５
       ５，９６５
      ３７，６２４

３２３，７０７
      ３１，６３７
              １，００１
          ５０
          ６１
         ３９１
         ４９８
             ９，３５６
       １，６３０
       ６，８８７

１５４
         ６８４

                 ３９９
         ３５９
          ３９
              ３，８３２
                  ６２１
           △４，７５３
               △３３０

純資産の部合計 ２９，６０９ 

資産の部合計 ４９４，１１７ 負債及び純資産の部合計 ４９４，１１７ 
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中間個別 損益計算書  
 ( 自 平成 20 年 4月 1日 至 平成 20 年 9月 30 日 )  

                                      (単位：百万円) 
科          目  金           額  

 
経常収益  
   資金運用収益  
     貸出金利息  
     有価証券利息配当金  
    コールローン利息  
    預け金利息  
    その他の受入利息  
  役務取引等収益  
    受入為替手数料  
    その他の役務収益  
  その他業務収益  
    国債等債券売却益  
  その他経常収益  
    株式等売却益  
    その他の経常収益  

５，５２５

５，０６４

４３８

１５

７

０

４４５

２３６

２０８

１２５

１２５

３７９

３２６

５３

６，４７５  

 

経常費用  
  資金調達費用  
    預金利息  
    コールマネー利息  
    その他の支払利息  
  役務取引等費用  
    支払為替手数料  
    その他の役務費用  
  その他業務費用  
    国債等債券売却損  
    国債等債券償還損  
    国債等債券償却  
  営業経費  
  その他経常費用  
    株式等売却損  
    株式等償却  
    その他の経常費用   

８４７

８４７

０

０

４０８

７４

３３４

５４６

７９

７０

３９６

３，６７９

４６１

０

３６４

９６

５，９４４

 

 
経 常利益  ５３１

 
特別利益  
  固定資産処分益  
  貸倒引当金戻入益  
  却債権取立益  償
   

０

２０

４

２５

特別損失  
  固定資産処分損  
   その他の特別損失  

５７

０

５７

税引前中間純利益  ４９９

法人税・住民税及び事業税  １８９

法人税等調整額  △６

法人税等合計  １８２

中間純利益  ３１６
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中間個別 株主資本等変動計算書 

（ 自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日 ） 

                                     (単位：百万円) 
株   主   資   本 

資本剰余金 利益剰余金 

 

資本金 資本 
準備金 

その他資

本剰余金

利益  

準備金 
その他利

益剰余金 
株主資本合計 

平成 20 年 3 月 31 日残高 2,000 0 ― 2,000 23,617 27,619

中間会計期間中の変動額  

剰余金の配当 △60 △60

中間純利益 316 316

土地再評価差額金取崩額  

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の  
中 間 会 計 期 間 中 の 変 動 額 （ 純 額 ）   

中間会計期間中の変動額合計 ― ― ― ― 256 256

平成 20 年 9 月 30 日残高 2,000 0 ― 2,000 23,874 27,876

 
 

評 価 ・ 換 算 差 額 等 
 その他有価証券評

価差額金 

土地再評価 
差額金 

評価・換算 
差額等合計 

純 資 産 
合  計 

平成 20 年 3 月 31 日残高 △154 3,512 3,358 30,978

中間会計期間中の変動額  

剰余金の配当  △60

中間純利益  316

土地再評価差額金取崩額  

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の  
中 間 会 計 期 間 中 の 変 動 額 （ 純 額 ）  △1,605 △19 △1,625 △1,625

中間会計期間中の変動額合計 △1,605 △19 △1,625 △1,368

平成 20 年 9 月 30 日残高 △1,760 3,492 1,732 29,609
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【中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項】 

１．有価証券の評価基準及評価方法 

有価証券の評価は、子会社・子法人等株式及び関連法人等株式については移動平均法による原価法、その

他有価証券のうち時価のあるものについては中間決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は主として

移動平均法により算定）、時価のないものについては移動平均法による原価法又は償却原価法により行って

おります。なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

２．固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産（リース資産を除く） 

有形固定資産は、定率法（ただし、平成１０年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）

については定額法）を採用し、年間減価償却見積額を期間により按分し計上しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

          建 物        ３４年～ ３９年 

              その他          ５年～   ６年 

（2）無形固定資産（リース資産を除く） 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、行内に 

おける利用可能期間（５年）に基づいて償却しております。 

（3）リース資産 

   リース資産は該当ありません。 

３．引当金の計上基準 

（1）貸倒引当金 

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」という。）に係る債権

及びそれと同等の状況にある債務者（以下、「実質破綻先」という。）に係る債権については、以下のなお

書きに記載されている直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額

を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可

能性が大きいと認められる債務者に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証に

よる回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必要と認める額を計

上しております。上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率

等に基づき計上しております。 

      すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立 

した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 

      なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び保 

証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額してお 

り、その金額は５８３百万円であります。 

（2）投資損失引当金 

投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券の発行会社の財政状態等を勘案して必要

と認められる額を計上しております。 

（3）賞与引当金 

     賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中 

間期に帰属する額を計上しております。 

（4）退職給付引当金 
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退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込

額に基づき、当中間期末において発生していると認められる額を計上しております。また、過去勤務債務

及び数理計算上の差異の費用処理方法は以下のとおりであります。 

     過去勤務債務           発生年度に一時費用処理 

     数理計算上の差異       各発生年度の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（５年）による定 

額法により按分した額を、それぞれ発生の翌期から費用処理 

（5）役員退職慰労引当金 

役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見 

積額のうち、当中間期末までに発生していると認められる額を計上しております。  

（6）睡眠預金払戻損失引当金 

睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について預金者からの払戻請求に基づく払戻損失に

備えるため、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額のうち、当中間期に帰属する額を計上してお

ります。 

（7）偶発損失引当金 

    偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度が開始されたことに伴い信用保証協会への負担金の 

支払に備えるため、将来の負担金支払見込額のうち、当中間期に帰属する額を計上しております。 

４．外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産・負債勘定は、主として中間決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

５．リース取引の処理方法 

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成 20 年４月１日前に開

始する事業年度に属するものについては、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によっております。 

６．消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

  ただし、有形固定資産に係る控除対象外消費税等は当中間期の費用に計上しております。 

 
【中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】 

（リース取引に関する会計基準） 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に 

よっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号平成 19 年３月 30 日）及び｢リ

ース取引に関する会計基準の適用指針｣（企業会計基準適用指針第 16 号同前）が平成 20 年４月１日以後

開始する事業年度から適用されることになったことに伴い、当中間期から同会計基準及び適用指針を適用

しております。これによる財産及び損益への影響はありません。 

 
【注記事項】 

（中間貸借対照表関係） 

１．関係会社の株式総額    ３５０百万円 

２．貸出金のうち破綻先債権額は３,９９２百万円、延滞債権額は８,２３０百万円であります。 

    なお、破綻先債権とは，元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本

又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行っ

た部分を除く。 

    以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和 40 年政令第 97 号）第 96 条第１
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項第３号のイからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。 

      また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図

ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。 

３．貸出金のうち、３ヵ月以上延滞債権額は１２５百万円であります。 

   なお、３ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸

出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。 

 ４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は１,２５４百万円であります。 

   なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息

の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債

権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債権に該当しないものであります。 

  ５．破綻先債権額、延滞債権額、３ヵ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は１３,６０３百万 

円であります。 

      なお、上記２.から５.に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。  

６．手形割引は、業種別監査委員会報告第 24 号に基づき金融取引として処理しております。これにより受

け入れた銀行引受手形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替は、売却又は（再）担保という方法

で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額５,９６５百万円であります。 

  ７．担保に供している資産は次のとおりであります。 

        担保に供している資産 

          有価証券            ２,４４２百万円 

     その他の資産       ２２百万円 

        担保資産に対応する債務 

          預金               １,９１０百万円 

上記のほか、為替決済取引の担保として、有価証券６,０８５百万円を差し入れております。 

また、その他資産のうち保証金は２００百万円であります。 

８．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場

合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する

契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、１８,０１７百万円であります。このうち原契

約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件で取消可能なものが１７,４７３百万円あります。 

     なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが 

必ずしも当行の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くに 

は、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融 

資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時にお 

いて必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に（半年毎に）予め定め 

ている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講 

じております。  

  ９．土地の再評価に関する法律（平成 10 年３月３１日公布法律第３４号）に基づき、事業用の土地の再評

価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」とし

て負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しておりま

す。 

      再評価を行った年月日  平成１０年３月３１日 

      同法律第３条第３項に定める再評価の方法  
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土地の再評価に関する法律施行令(平成１０年３月３１日公布政令第１１９号)第２条第４号に

定める財産評価 

基本通達に基づいて、当該事業用土地について算出した地価税の課税価格に合理的な調整を行っ

て算出。 

 10．有形固定資産の減価償却累計額    ５,６２４百万円 

11．1 株当たりの純資産額            １,２３３円７４銭 

 
（中間損益計算書関係） 

１．「その他の経常費用」には、株式等償却３６４百万円を含んでおります。 

２．｢特別利益｣には、貸倒引当金戻入益２０百万円を含んでおります。 

 ３．１株当たり中間純利益金額      １３円２０銭 

 
（中間株主資本等変動計算書関係） 

｢その他利益剰余金｣について合計額により記載しておりますが、その内訳は次のとおりであります。 

                    前期末残高    当中間期変動額      当中間期末残高 
  その他利益剰余金      ２３，６１７百万円     ２５６百万円   ２３，８７４百万円 
  うち役員退職積立金      １，０００百万円       －百万円     １，０００百万円 
  うち有価証券償却準備積立金  ２，７５０百万円       －百万円     ２，７５０百万円 
  うち別途積立金       １９，０５８百万円      ５００百万円    １９,５５８百万円 
  うち繰越利益剰余金        ８０９百万円    △２４３百万円      ５６６百万円 
 
（有価証券関係） 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの（平成 20 年９月 30 日現在） 

    該当ありません 

２．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの（平成 20 年９月 30 日現在） 

    該当ありません 

３．その他有価証券で時価のあるもの（平成 20 年９月 30 日現在） 

 取得原価 

(百万円) 

中間貸借対照表計上額  

(百万円) 

評価差額 

(百万円) 

株式 14,506 13,453 △1,053

債券 25,957 25,808 △149

 国債 19,051 19,039 △11

 地方債 － － －

 社債 6,905 6,768 △137

その他 15,224 13,541 △1,682

合計 55,687 52,802 △2,885

     (注)１．中間貸借対照表計上額は、当中間期末日における市場価格等に基づく時価により計上したものでありま

す。 

       ２．その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、 

時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって中間貸借 

対照表価額とするとともに、評価差額を当中間期の損失として処理（以下「減損処理」という。）してお 

ります。 

時価の下落率が簿価の 50％以上である場合は、時価が「著しく下落した」ときに該当することとして減 

損処理を行っております。また、時価の下落率が 30％以上 50％未満である場合は回復可能性の判定を行 

い、減損処理を行っております。 
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 （株） 静岡中央銀行 平成 21 年 3 月期中間決算短信 

当中間期における減損処理額は、760 百万円（うち株式 364 百万円、債券 396 百万円） 

４．時価評価されていない主な有価証券の主な内容及び中間貸借対照表計上額 

（平成 20 年９月 30 日現在） 

 金額（百万円） 
子会社･子法人等株式及び関連法人等株式  
  子会社･子法人株式 350 
その他有価証券  
  非上場株式 1,131 
  その他の証券 593 

 
（金銭の信託関係） 

該当ありません 

 
（税効果会計関係） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因の内訳は、それぞれ以下のとおりであります。 

     繰延税金資産 

      貸倒引当金損金算入限度額超過額           1,476 百万円 

      退職給与引当金損金算入限度額超過額          586 百万円 

      減価償却限度額超過額                 109 百万円 

      その他                       2,188 百万円 

     繰延税金資産小計                   4,362 百万円       

     評価性引当額                     △396 百万円 

     繰延税金資産合計                   3,965 百万円 

     繰延税金負債              

      退職給付信託設定益                  132 百万円 

     繰延税金負債合計                    132 百万円 

     繰延税金資産の純額                   3,832 百万円      
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 （株） 静岡中央銀行 平成 21 年 3 月期中間決算短信 

 

比較 中間個別貸借対照表 (主要内訳) 

                                        (単位：百万円) 
 

科   目 
 

平成２０年度 
中間期末 (Ａ) 

平成１９年度

中間期末 (Ｂ)
比較 

（Ａ－Ｂ） 
平成１９年度末 
（要約）（Ｃ） 

比較 
（Ａ－Ｃ） 

    ( 資産の部 ) 
 現金預け金 
 コールローン 
 有価証券 
 貸出金 
 その他資産 
 有形固定資産 
 無形固定資産 
 繰延税金資産 
支払承諾見返 
貸倒引当金 
投資損失引当金 

１６,３７５

１３,８００

５４,８７７

３９８,９３５

１,００１

９,３５６

３９９

３,８３２

６２１

△４,７５３

△３３０

１５,６２８

１１,０００

７３,８０４

３７８,３８２

１,１３１

８,８８９

３９１

１,６０９

７６４

△５,２５７

△３３０

７４７

２,８００

△１８,９２６

２０,５５２

△１２９

４６７

７

２,２２３

△１４２

５０４

－

１９,２８３

３,０００

６６,５０７

３８９,３９２

１,００６

９,０９４

４０３

２,７９９

６５８

△４,８１６

△３３０

△２,９０７

１０,８００

△１１,６２９

９,５４２

△４

２６２

△４

１,０３３

△３７

６２

－

 資産の部合計 ４９４,１１７ ４８６,０１３ ８,１０３ ４８６,９９８ ７,１１８

     ( 負債の部 ) 
 預金 
 その他負債 
  賞与引当金 
 役員賞与引当金 
 退職給付引当金 
 役員退職慰労引当金 
 睡眠預金払戻損失引当金 
 偶発損失引当金 
  再評価に係る繰延税金負債 
支払承諾 

 
４５４,２８１

４,７８７

５０６

－

１,５０４

４８５

１４

４２

２,２６５

６２１

 
４４３,６２８

３,８５３

４９３

－

１,５７３

５９６

２５

－

２,２４５

７６４

 
１０,６５２

９３４

１２

－

△６８

△１１１

△１１

４２

１９

△１４２

 
４４５,６８０

４,７１２

４７５

４５

１,５３０

６３６

１４

２１

２,２４５

６５８

 
８,６００

７４

３１

△４５

△２６

△１５１

△０

２１

１９

△３７

 負債の部合計 ４６４,５０７ ４５３,１８０ １１,３２６ ４５６,０２０ ８,４８６

     ( 純資産の部 ) 
 資本金 
 資本剰余金 
 利益剰余金 
  利益準備金 
  その他利益剰余金 
   役員退職積立金 
   有価証券償却準備積立金 
   別途積立金 

     繰越利益剰余金 
 株主資本合計 
 その他有価証券評価差額金 
  土地再評価差額金 
 評価・換算差額等合計 

２,０００

０

２５,８７５

２,０００

２３,８７４

１,０００

２,７５０

１９,５５８

５６６

２７,８７６

△１,７６０

３,４９２

１,７３２

２,０００

０

２５,６８１

２,０００

２３,６８１

１,０００

２,７５０

１９,０５８

８７３

２７,６８３

１,６３７

３,５１２

５,１５０

－

－

１９３

－

１９３

－

－

５００

△３０６

１９３

△３,３９７

△１９

△３,４１７

２,０００

０

２５,６１８

２,０００

２３,６１７

１,０００

２,７５０

１９,０５８

８０９

２７,６１９

△１５４

３,５１２

３,３５８

－

－

２５６

－

２５６

－

－

５００

△２４３

２５６

△１,６０５

△１９

△１,６２５

 純資産の部合計 ２９,６０９ ３２,８３３ △３,２２３ ３０,９７８ △１,３６８

 負債及び純資産の部合計 ４９４,１１７ ４８６,０１３ ８,１０３ ４８６,９９８ ７,１１８
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 （株） 静岡中央銀行 平成 21 年 3 月期中間決算短信 

 

比較 中間個別損益計算書 (主要内訳) 

                                 (単位：百万円) 

科目 平成２０年度 
中間期末(Ａ) 

平成１９年度 
中間期末(Ｂ) 

比較 
(Ａ－Ｂ) 

平成１９年度 
(要約) 

 経常収益 ６ ,４７５ ７ ,６３３ △１,１５７ １３,７８３

 資金運用収益 

  ( うち貸出金利息 ) 

  ( うち有価証券利息配当金 ) 

 役務取引等収益 

 その他業務収益 

 その他経常収益 

５ ,５２５

( ５,０６４)

(   ,４３８)

４４５

１２５

３７９

５ ,５３１

( ４,９０１)

(   ,５８５)

４９８

１９２

１,４１０

△６  

(  １６２) 

( △１４７) 

△５２ 

△６７ 

△１,０３１ 

１０ ,９６５

( ９,９４９)

(   ,９４４)

９５２

４２３

１,４４２

 経常費用 ５,９４４ ６,０１９ △７５ １２,０８１

 資金調達費用 

  ( うち預金利息 ) 

 役務取引等費用 

 その他業務費用 

 営業経費 

 その他経常費用 

８４７

  (  ８４７)

４０８

５４６

３,６７９

４６１

６５７

  (  ６５７)

３８６

２

３,４８６

１,４８５

１８９ 

  (  １８９) 

２２ 

５４３ 

１９２ 

△１,０２４ 

１,４０７

  ( １,４０６)

６７７

５５７

６,９９１

２,４４７

 経常利益 ５３１ １,６１３ △１,０８１ １,７０１

 特別利益 

 特別損失 

２５

５７

９

５６８

１５ 

△５１１ 

９

５９１

税引前中間(当期)純利益 ４９９ １,０５４ △５５４ １,１１９

 法人税、住民税及び事業税 

 法人税等調整額  

１８９

△６

９２７

△４２９

△７３７ 

      ４２２ 

１,０３９

△４７３

 法人税等合計  １８２ ４９７ △３１５ ５６６

中間(当期)純利益 ３１６ ５５６ △２３９ ５５３
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
 
 

平 成 20 年 度 

中 間 決 算 説 明 資 料 

 
 
 
 
 
 
 
 
      Ⅰ．平成 20 年度中間決算の概要  

 
     １．損益の状況            単体・連結 ・・・・・・・ 1 

     ２．業務純益             単体・・・ ・・・・・・・ 2 

     ３．利鞘               単体・・・ ・・・・・・・ 2 

     ４．有価証券関係損益         単体・・・ ・・・・・・・ 2 

     ５．有価証券の評価損益        単体・連結 ・・・・・・・ 3 

     ６．自己資本比率（国内基準）     単体・連結 ・・・・・・・ 4 

     ７．ＲＯＥ              単体・・・ ・・・・・・・ 4 
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     １．リスク管理債権の状況       単体・連結 ・・・・・・・ 5 

     ２．貸倒引当金の状況          単体・連結 ・・・・・・・ 6 

     ３．リスク管理債権に対する引当率   単体・連結 ・・・・・・・ 6 

     ４．金融再生法開示債権        単体・・・ ・・・・・・・ 7 

     ５．金融再生法開示債権の保全状況   単体・・・ ・・・・・・・ 7 

     ６．自己査定の状況          単体・・・ ・・・・・・・ 8 

     ７．業種別貸出状況等         単体・・・ ・・・・・・・ 9 

       ① 業種別貸出金 

              ② 消費者ローン残高 
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     ８．預金・貸出金の残高        単体・・・ ・・・・・・・ 9 
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 株式会社 静岡中央銀行 

Ⅰ．平成 20 年度中間決算の概況  
 
１．損益の状況  【単体】                                          (単位：百万円) 

    
20 年度中間期    

19 年度中間期比 
 19 年度中間期 

業務粗利益 ４，２９３ △８８１  ５，１７５ 

( 除く国債等債券損益（５勘定尻） ) （  ４，７１４） （ △２７１） （  ４，９８５）

国内業務粗利益   ４，２３１ △８９３    ５，１２５ 

( 除く国債等債券損益（５勘定尻）) （  ４，６５２） （ △２８３） （  ４，９３６）

資金利益 ４，６１６ △２０８  ４，８２４ 

役務取引等利益 ３６ △７５  １１１ 

その他業務利益   △４２０   △６１０   １８９ 
 

（うち国債等債券損益） （  △４２０） （ △６１０） （    １８９）

国際業務粗利益 ６１ １２  ４９ 

( 除く国債等債券損益（５勘定尻） ) （     ６１） （    １２） （     ４８）

資金利益 ６１ １２  ４８ 

役務取引等利益 － －  － 

その他業務利益 －  △０  ０ 

 

 

（うち国債等債券損益） （      －） （   △０） （      ０）

経費（除く臨時処理分） ３，６２２ １８１  ３，４４０ 

人件費 ２，１１３ ３８  ２，０７５ 

物件費 １，３２１ １２５  １，１９６  

税金 １８７ １７  １６９ 

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） ６７１ △１，０６２  １，７３４ 

(除く国債等債券損益（５勘定尻）) （ １，０９２） （ △４５２） （ １，５４４）

①一般貸倒引当金繰入額 － ６  △６ 

業務純益 ６７１ △１，０６９  １，７４１ 

 うち国債等債券損益 ( ５勘定尻 ) △４２０ △６１０  １８９ 

臨時損益 △１３９ △１１  △１２７ 

②うち不良債権処理額 ２１ △１，４２１  １，４４３ 

貸出金償却 － －  － 

個別貸倒引当金純繰入額 － △１，３７９  １，３７９ 

偶発損失引当金繰入額 ２１ ２１  － 
 

その他の債権売却損等 ０ △６３  ６３ 

うち株式等損益 ( ３勘定尻 ) △３８ △１，４０８  １，３７０ 

その他臨時損益 △７９ △２４  △５４ 

 

 うち退職給付費用 １９ １４  ４ 

経常利益 ５３１ △１，０８１  １，６１３ 

特別損益 △３２ ５２６  △５５９ 

固定資産処分損益 △５７ △５１  △６ 

固定資産処分益 ０ △６  ６ 
 

固定資産処分損 ５７ ４５  １２ 

役員退職慰労引当金繰入額 － ５５５  △５５５ 

 

貸倒引当金戻入益            ２０              ２０ － 

税引前中間純利益 ４９９ △５５４  １，０５４ 

法人税、住民税及び事業税 １８９ △７３７  ９２７ 

法人税等調整額 △６ ４２２  △４２９ 

中間純利益 ３１６ △２３９  ５５６ 
  

①＋② 与信費用 ２１ △１，４１５  １，４３６ 
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 株式会社 静岡中央銀行 

 

損益の状況  【連結】                                         (単位：百万円) 

   
20 年度中間期 

19 年度中間期比 
 19 年度中間期 

連結 経常利益 ５７３ △１，０３６  １，６０９ 

連結 中間純利益 ３４１  △２１０  ５５２ 

 
 
２．業務純益  【単体】                                           (単位：百万円)  

  
20 年度中間期 

19 年度中間期比 
 19 年度中間期 

（１）業務純益 ６７１ △１，０６９  １，７４１ 

（２）業務純益（一般貸倒引当金繰入前） ６７１ △１，０６２  １，７３４ 

（３）コア業務純益 １，０９２ △４５２  １，５４４ 

 
 
３．利鞘  【単体】                                                          (単位：％)  

  
20 年度中間期 

19 年度中間期比 
 19 年度中間期 

（１）資金運用利回 （Ａ） ２．３３ △０．０７  ２．４０ 

（イ）貸出金利回 ２．５６ △０．０４  ２．６０ 
 

（ロ）有価証券利回 １．３１ △０．６０  １．９１ 

（２）資金調達原価 （Ｂ） １．９８ ０．１２  １．８６ 

（イ）預金等利回 ０．３７ ０．０８  ０．２９ 
 

（ロ）外部負債利回 ０．４７ ０．４７  － 

（３）総資金利鞘   （Ａ）－（Ｂ） ０．３５ △０．１９  ０．５４ 

 
 
４．有価証券関係損益  【単体】                                            (単位：百万円) 

  
20 年度中間期 

19 年度中間期比 
 19 年度中間期 

国債等関係損益 （5 勘定尻） △４２０ △６１０  １８９ 

売却益 １２５ △６７  １９２ 

償還益 － －  － 

売却損 ７９ ７６  ２ 

償還損 ７０ ７０  － 

 

償  却 ３９６ ３９６  － 

                                                               (単位：百万円) 
  

20 年度中間期 
19 年度中間期比 

 19 年度中間期 

株式等損益 （3 勘定尻） △３８ △１，４０８  １，３７０ 

売却益 ３２６ △１，０４５  １，３７２ 

売却損 ０ △１  １  

償  却 ３６４ ３６４   － 
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
５．有価証券の評価損益                                             
 

① 有価証券の評価基準             

その他有価証券     時価法 
 

② 評価損益 

    【単体】                                                                    (単位：百万円) 

平成 20 年 9 月末 平成 19 年 9 月末 

  

                 

  
評価損益 

評価益 評価損 
評価損益 

評価益 評価損 

その他有価証券 △2，885 2，088 4，974 2，684 4，136 1，451

株      式 △1，053 1，942 2，996 3，681 3，961 280 

債      券 △149 145 294 △219 135 355

国    債 △11 110 122 △222 74 297

地 方 債 － － － △2 2 4

 

社    債 △137 34 172 5 58 52

 

そ の 他 △1，682 0 1，683 △776 38 815

             

（注） ｢その他有価証券｣については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価格と取得原価との 

    差額を計上しています。  

      

    【連結】                                                                   (単位：百万円) 

平成 20 年 9 月末 平成 19 年 9 月末 

  

                 

  
評価損益 

評価益 評価損 
評価損益 

評価益 評価損 

その他有価証券 △2，885 2，088 4，974 2，684 4，136 1，451

株      式 △1，053 1，942 2，996 3，681 3，961 280 

債      券 △149 145 294 △219 135 355

国    債 △11 110 122 △222 74 297

地 方 債 － － － △2 2 4

 

社    債 △137 34 172 5 58 52

 

そ の 他 △1，682 0 1，683 △776 38 815

             

（注） ｢その他有価証券｣については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価格と取得原価との 

    差額を計上しています。 
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
６．自己資本比率 （ 国内基準 ）                                     

 【単体】                                                                  (単位：百万円)  

    20 年 9 月末 

【速報値】    20 年 3 月末比 19年9月末比
20 年 3 月末 19 年 9 月末

自己資本比率    （１）／（５） 10．06％ △0．87％ △1．28％ 10．93％  11．34％ 

  うち TierⅠ比率 （２）／（５） 8．67％ △0．85％ △1．28％ 9．52％  9．95％ 

（１） 自己資本 （２）+（３）-（４） 30，237 △1，254 △1，243 31，491  31，480 

 （２） TierⅠ 26，056 △1，349 △1，567 27，405  27，623 

 （３） TierⅡ 4，297 47 364 4，250  3，933 

 （４） 控除項目 117 △47 41 164  76 

（５） リスクアセット 300，497 12，635 22，990 287，862  277，507 

 
  （注）「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充

実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19 号）」に基づき算出しております。 
  

【連結】                                                                  (単位：百万円)  

    20 年 9 月末 

【速報値】    20 年 3 月末比 19年9月末比
20 年 3 月末 19 年 9 月末

自己資本比率    （１）／（５） 10．13％ △0．86％ △1．26％ 10．99％  11．39％ 

  うち TierⅠ比率 （２）／（５） 8．73％ △0．84％ △1．25％ 9．57％  9．98％ 

（１） 自己資本 （２）+（３）-（４） 30，455 △1，214 △1，161 31，669  31，616 

 （２） TierⅠ 26，255 △1，324 △1，463 27，579  27，718 

 （３） TierⅡ 4，316 63 342 4，253  3，974 

 （４） 控除項目 117 △47 41 164  76 

（５） リスクアセット 300，556 12，583 23，049 287，973  277，507 

 
  （注）「連結自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充

実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19 号）」に基づき算出しております。 
 
 
７．ＲＯＥ  【単体】                                                  (単位：％)  

    
20 年度中間期    

19 年度中間期比 
 19 年度中間期 

業務純益   ベース 4．06 △6．66 10．72 

中間純利益 ベース 1．91 △1．51 3．42 
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
Ⅱ．貸出金等の状況 

 

１．リスク管理債権の状況    

※ 部分直接償却実施後 
  【単体】                                                       (単位：百万円) 

   
〔 リスク管理債権額 〕 20 年 9 月末   

20 年 3 月末比 19 年 9 月末比
20 年 3 月末 19 年 9 月末 

リスク管理債権  13，603 △409 △77 14，012 13，680

破綻先債権 3，992 641 1，616 3，350 2，375

延滞債権 8，230 △1，009 △1，484 9，239 9，714

3 ヵ月以上延滞債権 125 △46 △101 171 226
 

貸出条件緩和債権 1，254 4 △108 1，250 1，362

   

貸出金残高（末残） 398，935 9，542 20，552 389，392 378，382

  (単位：％) 
   

〔 貸出金残高比 〕 20 年 9 月末   
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

リスク管理債権  3．40 △0．19 △0．21 3．59 3．61

破綻先債権 1．00 0．14 0．38 0．86 0．62

延滞債権 2．06 △0．31 △0．50 2．37 2．56

3 ヵ月以上延滞債権 0．03 △0．01 △0．02 0．04 0．05
 

貸出条件緩和債権 0．31 △0．01 △0．05 0．32 0．36

 
 
  【連結】                                                       (単位：百万円) 

   
〔 リスク管理債権額 〕 20 年 9 月末   

20 年 3 月末比 19 年 9 月末比
20 年 3 月末 19 年 9 月末 

リスク管理債権  13，603 △409 △77 14，012 13，680

破綻先債権 3，992 641 1，616 3，350 2，375

延滞債権 8，230 △1，009 △1，484 9，239 9，714

3 ヵ月以上延滞債権 125 △46 △101 171 226
 

貸出条件緩和債権 1，254 4 △108 1，250 1，362

   

貸出金残高（末残） 398，935 9，542 20，552 389，392 378，382

  (単位：％) 
   

〔 貸出金残高比 〕 20 年 9 月末   
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

リスク管理債権  3．40 △0．19 △0．21 3．59 3．61

破綻先債権 1．00 0．14 0．38 0．86 0．62

延滞債権 2．06 △0．31 △0．50 2．37 2．56

3 ヵ月以上延滞債権 0．03 △0．01 △0．02 0．04 0．05
 

貸出条件緩和債権 0．31 △0．01 △0．05 0．32 0．36
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
２．貸倒引当金の状況   
 

 【単体】                                                       (単位：百万円) 
   

 20 年 9 月末   
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

貸倒引当金  4，753 △62 △504 4，816 5，257

一般貸倒引当金 1，706 47 364 1，659 1，342
 

個別貸倒引当金 3，046 △110 △869 3，157 3，915

 

【連結】                                                       (単位：百万円) 
   

 20 年 9 月末   
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

貸倒引当金  5，048 △46 △589 5，095 5，638

一般貸倒引当金 1，725 63 341 1，662 1，383
 

個別貸倒引当金 3，323 △110 △931 3，433 4，254

 
 
３．リスク管理債権に対する引当率   
   

【単体】                                                    (単位：百万円・％) 
   

 20 年 9 月末  
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

リスク管理債権         （Ａ） 13，603 △409 △77 14，012 13，680

担保･保証等による保全額（Ｂ） 9，298 △208 988 9，507 8，309

貸倒引当金            （Ｃ） 3，291 △121 △1，026 3，412 4，317

引当率        （Ｃ）／（Ａ） 24．19 △0．16 △7．36 24．35 31．55

保全率      （Ｂ+Ｃ）／（Ａ） 92．54 0．35 0．24 92．19 92．30

 

【連結】                                                    (単位：百万円・％) 
   

 20 年 9 月末  
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

リスク管理債権         （Ａ） 13，603 △409 △77 14，012 13，680

担保･保証等による保全額（Ｂ） 9，298 △208 988 9，507 8，309

貸倒引当金            （Ｃ） 3，291 △121 △1，026 3，412 4，317

引当率        （Ｃ）／（Ａ） 24．19 △0．16 △7．36 24．35 31．55

保全率      （Ｂ+Ｃ）／（Ａ） 92．54 0．35 0．24 92．19 92．30
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
４．金融再生法開示債権 【単体】 

                                                        (単位：百万円) 
   

〔 開示債権額 〕 20 年 9 月末   
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

金融再生法開示債権  13，611 △422 △93 14，033 13，704

破産更生債権およびこれらに 
準ずる債権 5，716 737 1，139 4，978 4，577

危険債権 6，512 △1，118 △1，021 7，630 7，533 

要管理債権 1，382 △41 △210 1，424 1，593

   

総与信残高（末残） 399，853 9，518 20，401 390，335 379，452

  (単位：％) 
   

〔 総与信に占める割合 〕 20 年 9 月末   
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

金融再生法開示債権  3．40 △0．19 △0．21 3．59 3．61

破産更生債権およびこれらに 
準ずる債権 1．42 0．15 0．22 1．27 1．20

危険債権 1．62 △0．33 △0．36 1．95 1．98 

要管理債権 0．34 △0．02 △0．07 0．36 0．41

 
 
５．金融再生法開示債権の保全状況 【単体】 

 (単位：百万円・％) 
   

 20 年 9 月末  
20 年 3 月末比 19 年 9 月末比

20 年 3 月末 19 年 9 月末 

金融再生法開示債権   （Ａ） 13，611 △422 △93 14，033 13，704

保全額            （Ｂ） 12，598 △341 △52 12，940 12，651

担保･保証等による保全額 9，301 △222 976 9，523 8，325
  

貸倒引当金 3，296 △119 △1，029 3，416 4，326

保全率        （Ｂ）／（Ａ） 92．56 0．36 0．25 92．20 92．31
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
６．自己査定の状況  【単体】 
 

開示基準別の分類・保全状況（ 平成 20 年 9 月末 ） 

 (単位：百万円) 

自己査定結果（債務者区分別） 
対象：貸出金等与信関連債権 

金融再生法の開示基準 
対象：貸出金等与信関連債権 

 
リスク管理債権 

対象：貸出金 

分類 区  分 

与信残高 非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類

区  分

与信残高

担保・

保証
引当額 保全率  区  分 残 高

破綻先 

3,995 

（1,696） 

2,248 1,746 

 

― 

(00234) 

―

(1,462)

 

破綻先 

債 権 

 

3,992

 

実質破綻先 

1,721 

(00387) 

 

1,247 

 

473 

 

― 

(00101) 

―

(00286)

 

破産・更

生債権お

よびこれ

らに準ず

る債権 

 

5,716 3,632 2,084

 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

 

延滞債権 8,230

破綻懸念先 

6,512 

(00955) 

4,820 1,282 

 

409 

(00955) 

―
危険債権

6,512 5,146 955

 

93.71％ 
 3 ヵ月以上

延滞債権
125

 

 
貸出条件

緩和債権
1,254

要管理 

債権 

1,382 522 257

 

 

56.39％ 
 

 合   計 13,603
小  計

13,611 9,301 3,296

 

92.56％ 
   

要管理先 

2,024 

 

592 

 

1,431 

 

― ―

   

要
注
意
先 

要管理先

以外の 

要注意先 

85,442 

 

 

 

43,072 

 

 

 

42,370 

 

 

 

― ―

   

正常先 

300,158 

 

300,158 

 

― 

 

― ―

正常債権

386,242

   

合  計 

399,853 

（3,039） 

 

352,139 

 

 

47,304 

 

409 

(1,291) 

―

(1,748)

合  計

399,853

 

 

   

 
（注 1）貸出金等与信関連債権：貸出金・支払承諾・外国為替・貸付有価証券・貸出金に準ずる仮払金・貸付金未収利息 

（注 2）自己査定結果（債務者区分）における（  ）内は分類額に対する引当額です。 
   破綻先・実質破綻先のⅢ・Ⅳ分類額は全額引当済みです。 
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 株式会社 静岡中央銀行 

７．業種別貸出状況等  【単体】 
 
① 業種別貸出金                                (単位：百万円) 

   
  20 年 9 月末   

20 年 3 月末比 19 年 9 月末比
20 年 3 月末 19 年 9 月末

国    内 398，935 9，542 20，552 389，392 378，382

製造業 50，573 122 2，495 50，451 48，078

農業 679 24 71 655 608

林業 14 △1 △12 15 26

漁業 62 7 3 55 59

鉱業 90 △22 △13 112 103

建設業 36，925 △665 18 37，590 36，907

電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － －

情報通信業 240 13 △11 227 251

運輸業 9，154 △973 △940 10，127 10，094

卸売業 16，381 424 1，463 15，957 14，918

小売業 19，626 307 1，180 19，319 18，446

金融・保険業 11，235 △843 △1，729 12，078 12，964

不動産業 28，550 △194 2，850 28，744 25，700

不動産賃貸管理業 19，650 △1，120 △1，628 20，770 21，278

各種サービス業 54，776 1，977 △4，292 52，799 59，068

地方公共団体 232 － △17 232 249

個人による貸家業 53，882 4，930 8，260 48，952 45，622

 

その他 96，859 5，554 12，854 91，305 84，005
 
② 消費者ローン残高                              (単位：百万円) 

   
  20 年 9 月末   

20 年 3 月末比 19 年 9 月末比
20 年 3 月末 19 年 9 月末 

消費者ローン残高 91，199 7，151 14，013 84，048 77，186

うち 住宅ローン残高 88，472 7，381 14，567 81，091 73，905
 

うち その他ローン残高 2，727 △230 △554 2，957 3，281
 
③ 中小企業等向け貸出・比率                                                 (単位：百万円・％) 

   
   20 年 9 月末   

20 年 3 月末比 19 年 9 月末比
20 年 3 月末 19 年 9 月末 

中小企業等向け貸出額 366，172 9，932 21，921 356，240 344，251

中小企業等貸出比率 91．78 0．30 0．81 91．48 90．97
 
 
８． 預金・貸出金の残高 【単体】                         (単位：百万円) 

   
  20 年 9 月末   

20 年 3 月末比 19 年 9 月末比
20 年 3 月末 19 年 9 月末 

預   金 （末 残） 454，281 8，600 10，652 445，680 443，628

 うち 個人預金 333，352 10，878 15，730 322，473 317，621

預   金 （平 残） 449，823 11，323 11，726 438，499 438，096
 

貸 出 金 （末 残） 398，935 9，542 20，552 389，392 378，382

貸 出 金 （平 残） 394，252 14，020 19，583 380，232 374，668
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